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水稲の濯灘に闘す 3研究鱗3報
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I序 冒*'帽の地概~闘する研究は、* 日、 9は7月9目、 16は7月23日、 111ま8月6
稽の全生育過程に於ける漕漏水の必要なる摩明 日、 12は 8 月2ß日、 13は 9 月 3 日、 14，~9 fl17 
3量さを曜めるこさが主たる目的であり、昭和 日より各々i甚水駅態さした第m群は第n群eのR
16年に開始しt、既に、その貰験成績を農事研 封でJ:f.育初朋をi甚71<.快態さし、 1明づL遅らし
究〈第34・36巻)I二報告したが、故に昭和18年度 て70%~し?と。帥ち、 15は 8 月 11 日、 6は1 6月
の賓厳成績を報告する。 25日……より各々70%乏し記。(14、17は瀧概方
E研賓の方法ポットー直径約16cm深さ 法の遁廷により削除した〉。管理給水は生宵の
約 2ðcm・約5高分の 1 反の大きめ~鉛製ポット 初期並に後期は1日1回、生育旺盛なる中期は2
E仁壊一首所闇舗の表土を風乾したものぞ 1ポグ 回、各々rr:タトにつき減量しただり繍給した.
ト嘗3・5kg嘗使用ω 肥料一1ポット賞菜種油粕 又金生育期間中天然の降水から遮断し~夜間及
l(')gr嘗使用。品種-71<.鱈旭種。播種明ー 浸水せや び雨天の日はガラス室内にI置き、重問晴天の日
5月27日矯種。瀧概方法一第1群は水稲の金生 はがラス室から調室に出した.生育調査生育
育期間l:同ム土壌水分じて遁したo ，~pち、 1 は 過程の観察さ配錬~1週間毎に精療に行った.
60%、2は76%、3は駒%、 4は96"、5は .-研賓の結果
100%、6は格71<.状態ョ第II群は7k掴0生育初 瀧減方法15生育乏の関係各試験直の生存A長
期は7ð~さい 1明 (2 週閥〉づl.~らしτ湛水 態を 1週間協に調査せる結果は第 1・第2表。
賦態さした.~pち、 T は 6 月 11 日、 8 は，6 月25 如〈である.
第 l表 地 i低方法芝生育との開係(草丈cm)
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第2表 灘 i借方法と生宵さの聞係{分-*)
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第:J表 補 j前方法~ Jf長量三の関係
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漉続方法さ牧量ぎの鱒保~量調査。結果1:
第3表の如〈である.
第I群昭和17年三同巴傾向で、生育"の悪い
96%鹿が是も不良で、湛水匝が辰もよく、 7e%
雇がとれにきたいでゐる.
第E群 8 月 6 日より i甚水賦態にせる114~最
も~量多〈、これより i甚水賦態に込'る時期の早
晩tこなるに従ひ大間民於てI枚量が減じた.但し
8は最も悪か"=>1と.11の牧量は常時措水賦態匝
の8の牧量より1&量多かうた.
第E群 ~植;1:於て鴻*賦態の長い匝種収量
'Ifi多かった.但し16は最も悪かった，
第E群の 6月25日より描水賦態じをる 8は第
E群中最も劣り、第E群の6月25日より ';'6%に
せo16は第E群中最も劣つ℃居句、ニのとさよ
り見℃、 6釘2月日頃の土壌水分の襲化は水聞の
生町上悪影響をもたらす様である.
lV 考察及精霊
(1)土壌J~分をヨシスタシトに保った揚合の
結果I!，i甚*抗憩匡最良、 90%匝最悪、 1甚水賦
態匿にきたで70%匝が良かった.
(2)生育初期は{nl賦蕗で、中途よりr*問蹴態
‘ 
にした揚合は、 8月上旬より水割賦態にした直
が最良であった.この直は査期水田賦愚直より
優つfこ.
(3)生育初期を水間賦想三 L、後に畑賦態ざ
した場合は水間服態の期間の畏い匝程大慣によ
かっfこ‘
前年iこ於て生育全期間潜水:m慨した匝が、 8
丹上旬より湛7l<.i報i既Ltこ匝に劣った原因じつい
て「秋落現象」じよるものではないbざ推自析を
下したのではあるが、本昭和18~lこ於ては、 . そ
の解明のために約僚の肥料ぞ施用して試験した
のである.その結果は上挫の如〈前年三同様で
あって、それが「秋落現象」によるものではな
い事を修め得た.卸ち、全期間i甚7}<濯減した匝
の方が、 8月上旬より湛水濯i既した嵐よりも草
真、有数分襲歩合が優って居るこさである.
以上の研究結果は、昭和16・17雨年の試験成
績を碓'聾L.~:わけであるが、 ζのポット試験の.
結果は、買に貰・地に遁用して確控を得なければ
ならない.その結果は*栴直播の陸作に闘する
研究で報告するb
、
水稲，の直播栽培に闘する開究第1報
直播水稲の生育過程jこ闘する研究
農皐士吉岡，金市
1.研賓の幌国 日本の水陪隷培は移植す
る二さを原則さしτゐる。そしてそれは、米委.
2毛作地帯のみならや、米 f 毛作地帯でさへも
一般に行はれてゐるのである。米若~2 毛作地帯
に於古水産tj惨植民培さねでゐるのは、水侶の
婚種朗に併地th~J裏作委によって被はれてゐる
から芳あり、米1毛作地帯に於1:*慣が穆布車種
培されτゐるのは、.水稲の掻種明に無温が向、 ， 
低いからであるさいはれτゐる.しかし2毛作
地帯の直婚は喝事聞に行ふこミによりて解決さ
れ、 1毛作地帯での移植栽培は、北海道に於"'(;'
は気温低<J}t踏め生育期間短かさが般に、却っ
て移植による生育の遅延をさけて直和哉培が主
宅 章
さしτ行はれ?てゐるさころから&てち明かなや
うに、水稲の渉植は絶tJ的必要事ではない色の
の如〈である 叉、庚、〈世界の稲作方法を見て
も、最も原始的な南方め調作に直情栽溶訟が多
〈行はねてゐるカぽ思へ1-.(、単位面積首の~庄
の最も高いヌベ4ンや4タリーの稲作に直橋Il
培法が多く行はれてゐる.それ故に、*拐の
直情哉培法か原始的な技術であるさはいい得必
ぃ.否却って惨植栽唱法こそは入の手じよって
稲苗を 1株4つ本悶に挿挟ずるのであるから、
鼻働技術的には最も原始的な稲作法であるさい
はねばなら芯ト.しかして、原始的な挿棋の問
題の解決は、将来の日本水問農業技術の飛躍的
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